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車いすの「３大適合ポイント」とは？

 車いすの３つの適合ポイントは「姿勢：座り心地がよく疲れにくい」、「移
乗：乗り移り・乗せ移しし易い」、「駆動：操作しやすくこぎやすい」です。

快適な姿勢は必須
車いすが身体に適合していな
いと、姿勢が崩れ、褥瘡や異
常変形などの二次障害を招き
ます。
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乗
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乗り移りやすさは必須
大きさや形状が適していない
と、トイレやお風呂、自動車へ
移乗出来なくなります。

レッグサポートを取り外し、
アームサポートに手をかけれ
ば、立ち上がることが出来る
場合もある。

アームサポートとレッグサ
ポートが脱着できるので、ほと
んど一人で移乗できる。

レッグサポートが固定されて
いると、立ち上がることすら出
来ない場合が多い。

こぎ易さは必須
軽い力で駆動できれば、疲れ
にくく快適に移動できます。形
状が適合していないと肩や肘
に負担が大きくかかります。

ハンドリムに手を添えて・・・ 力を加えられる範囲が・・・
・・・ココマデひろい！
だから、ひと漕ぎで長く進める。

一見すると良さそうに座って
いるけど・・・ 身体寸法と機能に合った車い

すに座るとずいぶん違う。

その差、歴
然！
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「手動車いす」を比べてみよう！

 車いすには、特殊な機能を持ったものや、
いろいろな使用目的が限定されたものがあります。

スタンドアップ車いす
上肢操作で立位姿勢が可能
な車いす。十分な腕力がない
肩には電動タイプもある。主
に、労働環境で立ち作業を行
う方が利用している。

モジュール形車いす
使う人の体格や身体能力に
応じて、各部の形状や大きさ
を調整できる。重量は重たい
が適切に調整した車いすは、
軽い力で駆動できる。

チルト＆リクライニング車いす
バックサポートの角度を任意
に調整できるとともに、いす全
体の角度を調整する「チルト」
機能がある。各関節の角度を
変えずに体圧分散可能。

マラソン用車いす
42.195kmを1時間20分程度で
走り抜ける。健常者よりも早
い。トラック競技場などの回転
半径に合わせて、前輪操舵角
度を設定できる。

入浴用キャリー
防水加工の施した車いす。介
助用のほかに自走用のものも
ある。いす部が脱着するタイ
プやリクライニングしてスト
レッチャーのようになるタイプ
もある。

ハーフチルト車いす
座面の中央付近を回転軸にリ
クライニングする特殊なチルト
機構を備えた車いす。シンプ
ルな機構のため軽量化が図
られている。

ハンドサイクル
上肢でクランクを回転させて
駆動する自転車。車いすに
ドッキングさせるタイプと、一
体型のタイプがある。レジャー
やスポーツだけでなく、通勤
通学に利用する方もいる。

チタン製車いす
チタン合金で作られた車いす。極
めて軽量に作られるが、加工や溶
接に高度な技術を要するため、複
雑な形状は作成しにくい。車いす
重量が軽くても使用者に適合して
いなければ、駆動が重く感じる。

バックサポート張り調整
面ファスナー付きの複数のベ
ルトで背中の凹凸に合わせ調
整する。体圧分散製を高め、
負担の少ない駆動姿勢を保
つことができる。

子供用車いす
いわゆるバギーではなく、自
分の意思で移動することが可
能。成長を前提に大きめに処
方されることが多いが、各部
の寸法を調整することが可能
なタイプも多い。

テニス用車いす
現在の主流は前に2つ後に１
つのキャスターを配した5輪構
造が多い。駆動輪が大きくハ
の字に傾斜しており、旋回性・
安定性にすぐれている。

6輪車いす
駆動輪が座面中央付近に配
置された車いす。後方にも
キャスターがある。バランス能
力が低い方も簡単にウィリー
が可能。回転半径が小さく、
屋内での使用に向いている。
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